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平成29年９月橋本市議会定例会会議録（第３号） 

平成29年９月12日（火） 

                                           

（午後３時30分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番13、８番 阪本君。 

〔８番（阪本久代君）登壇〕 

○８番（阪本久代君）通告に従いまして、一

般質問を行います。今回は２項目です。 

 まず、一つ目の項目、保育行政について。 

 旧橋本市の保育園は40年ほど前は２歳児、

３歳児、４歳児が対象で、９時から15時30分

までの保育だったということです。北部の開

発が進み、共働きが増え、通勤時間も長いた

め、延長保育やゼロ歳児保育を望む声が出て

きました。橋本市は長時間保育、紀見保育園

の増築、ゼロ歳児保育の開始、アレルギー児

への対応、見守りの必要な子どもたちへの対

応と子どもたちや保護者の要望に応えて保育

を進めてきました。 

 一つ目、橋本市の保育の特色、到達点をど

う考えていますか。 

 ２番目、保育における市の責任をどう考え

ていますか。 

 ３番目、公設公営の保育園が紀見保育園だ

けでいいのですか。 

 二項目は財政問題についてです。 

 橋本市は財政難だと言って市民サービスの

削減と職員給与のカットを行っています。一

方、有利な借金ができるからと、給食センタ

ー、こども園、公民館の建設が行われます。

市債から財政問題について問います。 

 一つ目、市債の返済計画はどうなっていま

すか。 

 二つ目、交付税措置を除く実際の市の負担

はいくらですか。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君の質問項

目１、保育行政に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）本市の保育行

政についてお答えします。 

 一点目の橋本市の保育の特色、到達点をど

う考えていますかとのおただしですが、市と

してはゼロ歳児から５歳児までの乳幼児の保

護者が希望する保育園、幼稚園、こども園に

待機することなくいつでも入園することがで

きるよう、保育サービスの供給体制の充実が

必要であると考えています。 

 また、入園後の保育については、保護者の

方がこの園に預けて安全・安心と思っていた

だける保育、園児一人ひとりの個性を尊重し、

寄り添った保育、発達支援が必要な子どもに

配慮した保育、給食については、食物アレル

ギーの園児はもちろんのこと、安全な食事を

提供できる給食、また、自然や地域の方々と

のふれあいを大事にすることなどが挙げられ

ます。 

 これらのことは、先人の保育士たちが、保

護者の方々のご協力を得ながら、いろいろ工

夫し本市の保育として今に受け継がれていま

す。 

 二点目の保育における市の責任をどう考え

ていますかのご質問についてですが、一点目

でもお答えしていますとおり、市が責任を持

って保護者の方が希望する保育園、幼稚園、

こども園に待機することなく入園でき、安心

して園生活が送れるようにすることではない

かと考えています。現在、本市では公設公営

の保育園が５園、幼稚園が５園、公設民営の
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保育園が１園、こども園が４園、民設民営の

保育園が３園、こども園が３園、合計21園が

あります。 

 入園状況を見ますと、平成29年４月１日現

在で、公設公営の保育園では、平均して定員

の約50％、幼稚園では約15％であり、公設民

営の保育園では約94％、こども園では約85％、

民設民営の保育園では約104％、こども園では

約90％という状況です。このように民設民営

の保育園やこども園の中には、100％を超えて

いるところもあります。 

 現在、本市においては、保護者の方々にと

って、保育園、幼稚園、こども園、設置運営

形態としては、公設公営、公設民営、民設民

営のうちから我が子に合った園を選択するこ

とができているものと考えています。 

 なお、公設民営の保育園、こども園には、

市の幼稚園教諭と保育士が月１回の各園訪問、

年１回の指導訪問、また、公設民営の保育園、

こども園の園児保護者に対し年１回アンケー

トを行い、当該園に対する評価も実施してい

るほか、市内の私立を含めた全ての園に発達

相談員による園訪問を実施しているところで

す。 

 さらに、私立保育園、公設民営のこども園

の運営を行っている法人に対しては、財務関

係、保育士の適正な配置等について、年１回

指導監査を実施し、市の責任により各園の運

営が適切になされているかを確認しています。 

 今後、公私連携法人についても協定書を締

結し、本市、保護者、法人から成る三者協議

会を設置することにより、現在実施している

公設民営法人と同様に市が責任を持って関与

することとしています。 

 次に、三点目の公設公営の保育園が紀見保

育園だけでいいのですかとの質問にお答えし

ます。 

 今回、（仮称）学文路こども園、（仮称）山

田こども園の整備が完了すれば、公設公営の

幼稚園３園と紀見保育園及びたんぽぽ園が残

ることとなります。現在、これらの公設公営

の園に関しては、今後の整備のあり方につい

て、橋本市児童福祉・教育施設整備に関する

庁内検討委員会を設置し検討を行っていると

ころです。年内には整備計画を策定する予定

ですが、公設公営による園の必要性も含め検

討しています。しかしながら、ご存じのよう

に本市の財政状況が大変厳しいこともあり、

整備年度は、（仮称）山田こども園開園以降と

なる予定ですので、ご理解のほどよろしくお

願いします。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）繰り返しになるんです

けれども、公立保育園の特徴というのは、市

という地方公共団体の行政組織の一部である

ということ、また、公の施設である。保育士

や幼稚園教諭であるとともに市の職員である

という、こういう特徴があると思います。 

 今もいろいろな、今の到達点について保護

者の皆さんと一緒につくり上げてきたという

ふうに答弁があったんですけれども、そのこ

とでいえば、繰り返しにはなりますけれども、

今まで橋本市の保育というのは、市民の状態

であるとか、子どもたちの様子に合わせてい

ろいろと発展していきていると思うんです。

北部の住宅開発とともに、共働きと核家族が

増えて、最初５歳児の保育がなかったという

のは、共働きの家庭からいえば考えられない

ことです。５歳になったら幼稚園。幼稚園は

その頃、11時に帰るような幼稚園でしたから、

本当におじいちゃん、おばあちゃんがいらっ

しゃる家も多かったのかとは思いますけれど

も、共働きにとったら保育園にとても預けら

れないというような状態だったのを、だんだ
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んと５歳児保育もやり、長時間保育を実施す

る体制もつくってきたと。紀見保育園で長時

間をするにあたっては、その長時間保育して

もらえる人を探すのに、保育園が近くだった

ら遅い時間でも来てもらえるだろうというこ

とで、１軒１軒訪ねてこられて、延長保育に

入ってもらえないだろうかというようなこと

をされたというふうにも聞いています。 

 また、紀見保育園の入所希望者が増えてき

て、そのとき、ほかの地域の保育園に行くよ

うにと言われたけれども、そうじゃなくて近

くの保育園に行きたいということを市民の方

が強く要望したら、そのときの市長はプレハ

ブを建てて対応したと。みんなが入園できる

ようにしたというふうにも聞いております。 

 こういうふうな対応ができたのは、やっぱ

り公立の保育園だったからではないかと思う

んです。さらに、だんだんアレルギーの子ど

もたちが増えてきたらアレルギーにも対応し

て、今では見た目は同じだけども違う材料を

使って、卵は使ってないけどかぼちゃとかを

使って見た目を同じにすると。そこまである

とともに、保育園の中で調理をしているから、

天気や子どもたちの状態に合わせて炒めたり、

フライにしたり、子どもに合わせた調理をし

ているということも聞きました。 

 あと、だんだんと見守りの必要な子どもた

ちが増えてきたら、検診とか、保健師さんと

の連携をして、子どもたちに合わせて一番い

い保育を考えるという、今の到達点があると

思うんです。その中で、たんぽぽ園もできて

きていると思うんですけれども、これも全て

公立の保育園だったからこそ対応ができてき

たんではないかと思うんですけれども、その

辺はいかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）今、ご質問の

そういう経過があったかとは思います。ただ、

公立だからできた、もちろんそのとおりだと

思います。ところが、実際、本市は平成19年

度から幼保一元化５カ年計画の計画に沿って、

公設民営の流れになってきました。その流れ

の中でも、それまで引き継いできた本市の保

育、当然、そういうふうなきめ細かな対応、

あるいは、当然のことですが、給食のアレル

ギー対応、あるいは、検診から、例えば、発

達に心配のある子どもさんの対応等の引き継

ぎ等々については、同じような体制サービス

が供給できるように引き継ぎしてきたという

ふうに認識しております。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）公立だからこそできた。

そこはそうだとおっしゃったんですけど、そ

こまで到達していたからこそ公設民営になっ

たときに、それ以上のものを出してください、

特色ある保育をしてくださいということで、

民営の法人に対しても言うことができたんだ

と思うんです。民間の法人はそれぞれに保育

理論を持っておられて、保育理念とかを持っ

ておられて、特色ある、そこを、変な言い方

ですけど、売りにして子どもたちを集めると

いうか。でも、それに加えて、今までの橋本

市の保育の到達点は、これは守ってください

ということを条件にしてきていたと思うんで

す。それは間違いありませんか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）そのとおりで

ございます。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）その上に立って２番の

ことなんですけれども、月１回であるとか、

年に１回とか、市のほうも今の公設民営の保

育園や民設民営の保育園にも指導とかにも行

かれていますけれども、そのときに、やっぱ

り幼稚園の先生とか、保育士さんが行ってい

るけども、そこの保育がその行ったときじゃ
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なくて、そのときの様子で子どもたちがどう

いう状態に置かれているのかとかというのを、

しっかり見ることができるには、保育の経験

をしていないと難しいんではないかと思うん

ですけれども、こども課長であるとか、事務

職の方はいろんなところを移ってきて、保育

の経験がなくて課長をされていると。そうじ

ゃなくて、やっぱり実際の保育を経験したか

らこそ見えてくるものというのがあると思う

んですけれども、そうではないでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）現在、訪園、

指導に回っている職員は現場の経験者でござ

います。それと、先ほどの私の答弁の中でち

ょっとつけ加えたいんですけれども、本市の

到達点という部分でございますけれども、こ

れはあくまでも現時点の到達点ということで、

めざすべき到達点というのは限りないものが

ございます。今後、また向上に取り組んでい

くと。私立の園についても、そういうふうな

保護者の方々のニーズに合わせて、当然、努

力はされているので、そういう向上も含めて

ご指導させていただいているということでご

ざいます。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）先日、今の正職員の保

育士であるとか、嘱託の保育士の年齢構成を

教えていただいたんですけれども、今の正職

員の保育士は、50代が10人、40代が16人、30

代が５人という構成になっています。年齢の

高い人が中心になっているので、このままで

いけば保育の内容を指導するのに、将来的に

は不安を感じる、心配なんですけれども、い

かがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）その年齢だけ

見ればそういう懸念もあろうかと思いますけ

れども、実際、現在、公設民営の園を回って

いただいている方はベテランでございます。

かなりの、元うちの園長経験者とか、年齢も

かなりいかれている方でございます。そうい

う点から申し上げれば、まだまだ年齢的には

というふうな気もしております。 

 もう一つは、壇上からの答弁の中でも申し

上げましたけれども、（仮称）山田こども園の

後の公設公営の園についての整備のあり方と

いうことについて、現在、庁内で検討委員会

を立ち上げておりますので、ここの結論等を

現在検討中でございますので、この結論によ

っては職員の問題も考えていかざるを得ない

ことになろうかなというふうに考えておりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）正職員の方のこともあ

るんですけれども、もう一つは、今まで公設

民営の子ども園に４園、保育園が１園という

ことで、既にこども園と保育園はできている

んですけれども、今までは結構、臨時の保育

士たちが新しい園に採用されて、子どもたち

にとってやっぱり新しいところに行くんだけ

れども、顔を知っている顔なじみの先生が同

じように移ったというところは、非常に安心

につながったんではないかと思うんです。 

 今度、現在の嘱託の保育士の年齢構成を見

てみますと、23人中50代、60代が14人という

ことで半数以上を占めておられます。フルタ

イムの臨時職員では40代の方が一番多いんで

すけれども、今度、（仮称）学文路こども園と

（仮称）山田こども園を開園するということ

なんですが、子どもたちにとって、やっぱり

先ほども安心安全の保育を提供していること

が橋本市の保育ということもおっしゃってい

ましたけれども、やっぱり移るときに、知っ

ている先生がいらっしゃるのといらっしゃら

ないとでは大きく違ってくると思うんですが、

ただ、今の年齢構成でいくと今までと同じよ
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うにいくのかという不安があるんですけれど

も、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）年齢のことも、

ちょっと言及されました。そういうふうな懸

念もないことはないのかなというふうに考え

ております。私どもとしましては、やはりス

ムーズなこども園への移行という観点からは、

まだ決まってはおりませんけれども、公私連

携指定法人に引き続き雇用をということで働

きかけてはまいります。 

 それとあわせまして、移行する際には引き

継ぎ保育ということを予定してございます。

これは、現時点において、市と協議してやっ

てくださいねということで、今回の公募の中

の条件にも入れておるわけですけども、だい

たい６カ月程度、法人の費用で現行の園に来

て、本市の保育、教育の仕方を一定見ていた

だいて引き継いでいただくという意味での引

き継ぎ保育でございます。ぞっと毎日という

わけにはいきませんが、ある程度定期的に来

ていただく中で、園児さんも顔は覚えていた

だけるのかな。そういう意味で一定のスムー

ズな移行につなげられるのかなというふうに

は考えております。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）今の引き継ぎ保育なん

ですけれども、聞いたところによりましたら、

保護者さんに対するとかいろんな地域での説

明会で、いろいろ質問はするんだけれども、

結局、引き継ぎ保育についても法人が決まら

ないとはっきり答えられないというような感

じで、保護者たちが満足のできる答えを得ら

れていないというふうに聞いたんですけど、

今、部長がおっしゃったのは、それは間違い

のないことで決まったことですか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）説明会等、私

も参加しておりますけども、このように説明

しております。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）ただ、新しい保育園を

つくるときに、今までもしてきたんかもしれ

ないけれども、結局、法人にとっても保育士

を新たに雇わないと新しい保育園は成り立た

ないはずなので、今、法人の費用でというふ

うにおっしゃったけれども、本当にそれで、

今、保育士不足の中で、いろいろなところが

多分ぎりぎりの人数で保育をされているので

はないかと思うんですけれども、そういう中

で引き継ぎの保育に入ってもらうということ

は、本当に可能なんでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）現時点、公私

連携法人も決まっていない状況でございまし

て、何とも申し上げられないんですけれども、

当然、その実施に際しては本市と協議の上と

いうことになっておりますので、そのやり方

等について十分相談しながらやっていきたい

というふうに考えます。現時点はそこまでし

か申し上げられません。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）そうしましたら、やっ

ぱり保護者の皆さんの不安は解消できないと

いうことですね。 

 それで、先ほどの答弁の中で、公設公営、

公設民営、民設民営といろいろあって選択の

幅がありますというふうな答弁があったんで

すけれども、今は確かに選択の幅はあるけれ

ども、公私連携型ができ上ったら選択のしよ

うがない状態になってしまうと思うんです。

保護者の方のこそっとした声なんですけれど

も、やっぱり保護者の方は子どもさんに合う

保育所に入れたいということで、いろんな園

を見て、民間の園もいろいろ見て、なおかつ

最終的に今ある公立の園を選ばれたという方
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も中にはいらっしゃるんです。結局、今のと

ころを選ぶのにあたって、ここは自分のとこ

ろの子どもには合わないと思ってやめたとこ

ろに、どこが法人とるかわからないけれども、

結局やめたところに預けるしかないのかと、

そういうぽそっとした声があったということ

なんです。 

 本当に選択の幅も減ってしまいますし、ま

た、私、一番心配なのは、たんぽぽ園は、今、

公設公営で行われています。療育の場である

ので、やっぱりたんぽぽ園に配置された保育

士はいろいろ勉強もして、資格もとってやっ

ておられると思うんですけれども、ただ、た

んぽぽ園も含めて、やっぱり異動は必要やと

思うんです。たんぽぽ園の経験をほかの保育

園にも伝えるということも大事ですし、その

ときに異動先が一つしかない。また、たんぽ

ぽ園に行く保育士を出すところも一つしかな

いと。これで本当に今まで築き上げてきた橋

本市の保育というものを続けていくことがで

きるのかなというふうに心配なんですけども、

いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）前段の選択肢

が狭くなるという、これは公設公営に限れば

狭くなるという趣旨かなと思います。逆に考

えれば、公設民営あるいは公私連携というこ

とも含めれば、そちらのほうの選択肢は増え

てくるということになるのかなというふうに

考えます。当然、いろんなニーズがあるとい

うのも認識してございまして、そこは皆さん

のニーズ動向によるのかなと思います。 

 また、後段の部分でございますけれども、

確かに物理的に今のままでいけば、公設公営

が２園残るという中で、実際、異動がという

ふうな話でございますけれども、この二つの

園を運営する中で、それは適切に考えていき

たいというふうに今は考えています。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長、阪本議

員がおっしゃっているのは、異動先が一つし

かないのに、橋本市全体でその教育を担って

いけるんかという質問なので。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）失礼しました。

まず、異動先が一つということ、現時点では

物理的にそうでございます。この２園を運営

しながら、ここが橋本市の公設公営の一つの

標準になってくると、いわゆる橋本市の公設

公営はこの２園ということになるという、現

時点はそういうことでございます。 

 さらに、（仮称）山田こども園完了後のこと

については、壇上の答弁の中でもありました

ように、検討委員会で検討中でございますの

で、この整備についてはまだ計画がきっちり

決まっていないという状況でございます。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）私は少なくとも２園は

残してほしいと思っているんです。今の山田

保育園ができた後にって、それを深読みした

ら、紀見も民設民営があり得るのかというふ

うにもとれてしまいますので、その辺はちょ

っとはっきりと答弁していただけたらと思い

ます。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）阪本議員の質問にお答

えをします。 

 10年かかっていますけども、幼保一元化計

画については、一応これで終わり、山田、学

文路が終わればこれで終結をします。 

 次に、今、私も園長会とか、幼稚園、保育

園、例えば、保育士の皆さんとも話し合いの

場を持ってお話を聞かせていただいています。

保育園の現状、幼稚園の現状等も十分聞かせ

ていただいています。今、総合政策部、福祉

部に言うているのが、とにかく今後、公立園
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をどういう形に残していくのかというのを協

議しなさいということで、今スタートをさせ

ています。 

 一つの方法として、紀見保育園と紀見幼稚

園を一緒にした公設公営のこども園という議

論もありかなと。 

 もう一つは、小規模園を必要とする子ども

たちのために、どういう方法があるのかも検

討せよというふうに言っています。たんぽぽ

園につきましては、基本いろいろ、実は柱本

幼稚園を小学校の中に入れて、柱本幼稚園に

たんぽぽ園を持っていこうかなと思ったんで

すけども、老朽化が激しくてバリアフリーが

できていないという関係で多額のお金が要す

るということもありまして、どっちみち、た

んぽぽ園については建て替えということも視

野に入れながら進めていかなあかんのかなと。

用地的には、阪本議員もよく知っている小学

校跡の用地を活用できへんのかな。あれも市

の土地なので、地元区がゲートボールとか、

グラウンドゴルフに使っていますんでその話

をせなあかんのですけども、それはたんぽぽ

園を解体してあそこでやってもらってもええ

のかなというふうなことを今、考えていると

ころです。 

 問題は、紀見保育園をそれに改修するにし

ても、そういう財源をどういう形で確保せな

あかんのかという、ずっと財政状況の説明も

してきましたし、いろんな問題が出てきてい

ますけども、その中でどういう方向で改修を

して、どういう形のものをつくるか。小規模

園も本当に必要な人たちがいるのであれば、

私も要るとは思っているんです。ただ、どこ

に建てるかというのは、これまたいろいろ議

論せな、どちらかというと、皆さん、自然環

境のいいところがいいというようなお話もよ

く聞きます。私もしみず保育園に行って、子

どもたちも見ましたし、園の人のお話も聞か

せていただきましたので、そういう中で今後、

公立保育園、幼稚園に対して、今申しました

ような形で考えていきたいと思います。 

 保育士の問題については、採用するような

必要が出てくれば採用をしていくというふう

なことを、これから進めていく中で考えてい

きたいと思っておりますので、ご理解のほど

よろしくお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）ありがとうございます。 

 一つだけちょっと言いたいことがあるんで

すけれども、選択の幅は、公設民営もいろい

ろあるから幅は広いんだというふうにおっし

ゃったんですけれども、さっきも言ったけれ

ども、民営の園はやっぱり特色を持っておら

れるんです。でも、その特色が嫌だと、その

つけ足しが嫌だというお母さんたちもたくさ

んいらっしゃるんです。何もなく子どもに寄

り添ってくれる、子どもに合わせてくれる保

育園がありがたい。それが今の公立の保育園。

だから、そのこともわかってもらいたいんで

す。 

 なおかつ、やっぱり民営の園でも、障がい

児枠であるとか、見守りの必要な子どもたち

もちゃんと受け入れてはくれるけれども、で

も、結局そこではしんどくなって、公立にか

わらざるを得なかったという子どもたちもい

らっしゃるということも、やっぱりちゃんと

わかっててもらいたいんです。そのときに、

本当に紀見保育園一つだけで大丈夫なのかな

という、そういう心配があるので、小規模園

も確かに大事やけれども、そのこともわかっ

てもらいたいと思うんですけども、いかがで

しょうか。 

○議長（岡 弘悟君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）そういうふう

なお話も承っております。そういうようなこ

とで、実は、今、市長が申しました小規模園
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にそういうふうな機能も持たせたいなという

ふうな考え方もございます。 

○８番（阪本久代君）終わります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、財

政問題に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（吉本孝久君）登壇〕 

○総務部長（吉本孝久君）財政問題について

の一点目、市債の返済計画についてお答えし

ます。 

 平成28年度決算における普通会計の地方債

残高は352億1,000万円で、その返済は今年度

がピークとなり、約39億円を予定しています。 

 今後の返済計画の見通しですが、平成28年

度までの借入に対する返済額に、給食センタ

ーや学文路地区公民館、こども園の建設等の

今後の借入見込みを加えた返済額は、平成33

年度で約37億9,000万円と高どまりが続き、そ

の５年後の平成38年度では、約26億8,000万円

となる見込みです。ピークとなる今年度と平

成38年度を比較すると、約12億2,000万円の減

少を見込んでいます。 

 続いて、二点目の交付税措置を除く実質負

担額についてお答えします。平成28年度末の

地方債残高に平成29年度以降に支払いを予定

している利息約17億4,000万円を加えた返済

額総額は、約369億5,000万円となります。交

付税措置としては、そのうちの66％、約244

億円を基準財政需要額算入見込額として算定

していることから、残り34％、約125億5,000

万円が理論上の実質負担額と考えられます。

したがって、この率により試算すると、今年

度の返済に対する実質負担額は約13億3,000

万円となり、平成33年度は約12億9,000万円、

平成38年度では約９億1,000万円となります。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君、再質問

ありますか。 

 ８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）１番と２番合わせて再

質問を行います。 

 今のご答弁から約370億円の借金のうち、３

分の２は交付税が入ってくるということです

ね。それが確認が一つと、なぜこれを聞いた

かというと、紀の川市では７割から８割交付

税が入ってくるということで、実際市が負担

しなければいけないのは50億から60億円だと

いうふうに聞いたんです。それで、橋本市は

どうかなと思って聞いたんですけれども、結

局、橋本市では退職債など、交付税措置のな

い借金とか、措置率の低い借金が多いという

ことですね。間違いありませんか。 

○議長（岡 弘悟君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）まず、平成28年度

末の残高の369億円のうち、66％の244億円が

交付税で措置されるということで、66％の措

置率という内容になっております。 

 それで、他市と比べて措置率が低いのでは

ないかというようなおただしですけれども、

それにつきましてはちょっと他市の状況はわ

かりませんけれども、本市におきましては、

例えば、交付税措置のない退職手当債ですけ

ども、こちらのほうを34億8,000万円ほど発行

しております。それと、土地開発公社の解散

に伴って借り入れしました第三セクター等改

革推進債、これが13億4,000万円ほど、これも

普通交付税の措置がない起債になっておりま

すけども、こういった起債の借り入れによっ

て、措置率の低下につながっているというふ

うに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）今の財政健全化計画で

やっているところですけれども、財政難の大

きな理由というのが、公債費も５年間横ばい

だという先ほども答弁がありましたけども、

この公債費の増加に歳入が間に合わないとい

うか、歳入が少なくて、取り崩す基金も残り
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少ないというふうな説明であったと思うんで

すけども、間違いありませんか。 

○議長（岡 弘悟君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）財政状況が厳しい

要因は幾つかあるんですけれども、その中の

一つで、やはり公債費、起債の償還が高いと

いうふうなことがあります。これにつきまし

ては平成22年から平成24年にかけまして、大

規模事業を数多く実施したこと、それと、先

ほど言いました第三セクター等改革推進債の

借り入れ、それと、退職手当債の借り入れ、

それと、臨時財政対策債等の借り入れで、こ

の３年間で160億円の起債をしております。こ

の起債の償還が今一度に来ているというよう

な状況がありますので、先ほど答弁では平成

33年まで高どまりというようなことでしたけ

れども、実際は平成34年、35年頃まで高どま

りが続くというふうなことになっております。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）今もお話ありましたけ

ど、３年間で160億円の借金をした、それが今

に来ているということなんですけど、合併し

たときから、合併後11年目から地方交付税が

減らされていく。15年目には、一つの市にな

った計算になるということはわかっていたか

らこそ、職員も100人以上削減してきた。なお

かつ、いろいろなところで市民サービスも削

り、今も職員給与をカットしていますけど、

これが初めてじゃなくて、ほとんどのところ

でパーセントは違うけども、職員の給与のカ

ットも行われてきています。これは橋本市の

現状で、橋本市と同じように合併をした紀の

川市や田辺市では基金を積み立ていて、もの

すごいたくさんの基金を持っておられるんで

す。交付税の減額にも備えてこられています。

それに対して橋本市は財政調整基金も少ない

という、これが今の現状なんですけれども、

前の平成24年のときがちょうど小学校２校の

建設とか、先ほどの開発公社の解散、この１

年で臨時財政対策債を含めて65億円、地方債

が約65億円になっているんです。このときは

たしかまだ５年の延長がなかったので、合併

特例債が使えるうちにできるものはやってし

まおうというふうな雰囲気があったと思うん

です。 

 その後５年間延長されて、先ほど同僚議員

のときに、あと８億いくら合併特例債が残っ

ているというふうなお話もありましたけど、

今もまた、特例債といえども借金ですから、

この特例債を使って今のうちにいろいろやっ

てしまおうというふうなことになっているよ

うな気がしてしょうがないんですけれども、

その辺はいかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）現状を申し上げま

すと、平成28年の決算で言いますと、普通建

設事業は11億円余りとなっております。ピー

クの24年から比べますと６分の１ぐらいにな

っています。それと、起債の発行につきまし

ても、昨年度、臨時財政対策債も入れて17億

円ということで、普通建設事業についてはか

なり抑制をして起債の発行も抑制しておりま

す。 

 それと、昨年度起債の発行方針というのを

立てまして、29年度以降ですけれども、普通

建設事業、それと退職手当債に係る起債の発

行を８億円以内に抑えるというような方針を

立てておりますので、今計画されている事業、

給食センターは昨年度事業になりますけども、

今、計画されている公民館ですとか子ども園

についても、この方針の８億円以内の範囲で

おさめるということで、将来負担の増加には

そんなにつながらないというふうに考えてお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）借金でいえばそうなん
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ですけど、いろいろこども園、平成27年の12

月議会のときには一旦凍結すると言って、聞

いたところによると今年の４月に入園した子

どもたちにも、こども園計画は今凍結してい

ますと説明されたそうなんです。それが今年

の６月になったら民設民営でやるという話に

なって、いつでも今やったらお金があるから

みたいな感じの説明が行われて、ただ、きょ

うの市長のほかの同僚議員の答弁の中で、高

野口中学校もどうのこうのとか、いろいろ学

校施設も老朽化してきて改修していかないと

いけないという話なんかもあったんですけれ

ども、合併特例債を使うにしても、市全体を

見て何を優先していくのか、どこに重点を置

くのかというところが見えてこないんです。

そのときにこれがあるからみたいな感じがし

て、一方で、高齢者のところがかなり削減さ

れてしまっている。コミバスが200円になった

とかね。そういうことでかなり高齢者の中で

も不満が残っている。 

 でも、一方で、お金はないないという話は、

市長はあらゆるところでされているから、そ

れはすごく市民の中に残っているんだけど、

でも、ない中で何を優先して、どういうルー

ルでやっていくのかというところが見えてこ

ないところがすごい不満に残るなと思うんで

す。例えば、老朽化がひどいからやらなあか

んとかということがあったとしても、給食セ

ンターにしても、橋本給食センターは確かに

老朽化はひどかったけれど、高野口の給食セ

ンターはまだ十数年しかたっていなかった。

でも、借金の条件で二つを一つにしないと借

りれないということで統合されると。これし

かないからこうしなしょうがないんやという

形でおりてくるところが、非常に納得できな

いといいますか、あと、声の大きいところだ

けが優先されているということはないのかと

か、いろいろ思うことはあるんですけれども、

その辺できっちりとした、市民一人ひとりに

わかるようなルールをつくってもらえたらと

思うんですけども、いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）阪本議員の質問にお答

えします。 

 声の大きい人の言うことを聞くというのは、

私にとってはないことなんで、私はあかんも

んはあかんと今までずっと言うてきてますん

で、そういうふうなことはまずありません。

私が考えているのは、今、やったほうが得な

のか、将来の負担がどっちが得なんかという

ことを根本に考えています。給食センターの

お話も出ましたけども、今、公共施設管理計

画の中で、二つを一つにして借りたら最適化

債が使えるというのが一点と、文部科学省に

職員を送ってあると言うてますけども、その

職員を中心に給食センターと学文路と応其小

学校については４億2,000万円の文部科学省

の経済対策の補助金がとれました。これはと

れなかったらどうしようかなとは思っていた

んですけども、とれて有利な形で工事が進め

られるというふうなことを常に考えています。 

 将来の負担をどう抑えていけるのか。今や

ったほうが得なのか、そのまま合併特例債も

なくなって、あと、学文路と紀見の公民館と

いうのは建設してくれって、阪本さんからは

紀見の公民館を言われていますけど、このと

きに、今、合併特例債で一つやっといたら、

紀見もどこかでできる状況になってくるので

はないかなというふうな、そういう考え方を

しています。残念ながら、紀見の公民館につ

きましては合併特例債は32年度に工事着手し

たら使えるようになるとは聞いているんです

けども、そういう中でこども園の計画につい

ても、確かに一旦凍結すると言いましたけど

も、ただ、保育園の耐震はできていない、老
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朽化してきている、特に、山田としみずにつ

いては、だんだん危ない状態になってきてい

るというようなこともありまして、公設民営

でもかなりの市の負担が増えますので、その

中でどういう方法があるのかということで、

国のほうから公私連携型というのが出てきた

ので、今回、提案もさせていただいています。 

 とにかく、今の財政状況の中で、やっぱり

５年、10年先を見据えたときに少しでも財政

負担を小さくしていくということを考えてい

かざるを得んので、確かに合併特例債は借金

なので、私も来た当初はあんまり使わんとこ

かなと思っとったんですけども、いろいろ市

の内部の財政課とかのいろんな話の中で、や

はり使わんと将来負担がもっと増える。この

合併特例債が終わってからの期間にやると、

保育園というのは補助金がありませんから、

全部100％の借金でやらなあかん。公民館も同

様です。結局は100％借金をして、起債を立て

てやる方法しかないので、そういう中で私ど

ももただただ、そういう方向をきちんと考え

た中で進めておりますので、なかなかここの

部分については理解はいただけないとは思う

んですけども、橋本市にとってどういう方法

がプラスになるかというのは常に考えてやっ

ておりますので、ご理解のほどをよろしくお

願いします。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君。 

○８番（阪本久代君）それはそれでわかるん

ですけど、ただ、今、例えば、今すぐやらな

いといけないところはこれだけあるんだとい

うことを全部並べてというか、全部情報を明

らかにしていただいて、でも、その中でも特

にここが急ぐからということで、今はこれを

やるんだというふうな形の説明があれば、ま

だわかりやすいんだけど、市の中でいろいろ

検討されてきて、検討された最終結果だけが

ぼっと出てくるからわかりにくい。言ってい

る意味わかりますか。というところはあると

思うんです。やっぱり市民と一緒にというこ

とであれば、本当に全ての情報を明らかにし

て、その中でどこに優先順位をつけるのかと

いうことも含めて一緒に考えていくというこ

とをやらないと、不満が残るばかりだと思う

んです。私はそう思うんです。だから、情報

公開といいますか、その辺のこともしっかり

と検討していただきたいと思います。いかが

でしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）確かに自分のやったこ

とに対する、そういうご不満というのはある

のかなとは思います。ただ、私もできるだけ

今職員に言っているのは、悪い情報をもっと

出せと。これからそういうふうにして、皆さ

んにもご理解をいただきながら、問題を片づ

けていくことがまだまだたくさんあります。

水道の件も経済建設委員会のほうに説明をし

ますし、ただ、私たちとしても急ぐような案

件もありますし、そういう中で議会のほうで

も調査をしていただいたらいいと思いますの

で、今後につきましてはできるだけ情報を出

していきますし、そういう方向ではやってい

きます。 

 ただ、非常に難しい問題もたくさんあって、

時間的に迫っているような問題もある中での

決断をしていかなあかんというふうなことも

ありますので、市議会のほうでもこんな問題

があるからどうやというのもどんどん提案し

ていただいて、私たちが気づいていない、そ

れが当たり前になっているようなことも、当

然、私たちの中でまだ問題意識が共有できて

いないところもあろうかと思いますので、一

緒に前へ進んでいけたらなと思います。ただ、

本当に財政状況が厳しい中で、将来の負担を

減らしていこうという思いの中でやっており
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ますので、私に対する批判はあってもええな

とは思っているので、そういう中で市民の皆

さんにやっぱり満足していただける市政とい

うのは、将来の負担も十分考えた上でやって

いきますので、また今後ともご支援をいただ

けたらなと、議会の提案をいただいたらなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（岡 弘悟君）８番 阪本君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（岡 弘悟君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会し、

明９月13日午前９時30分から会議を開くこと

にいたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議なしと認めます。

よって、そのように決しました。 

 本日はこれにて延会いたします。 

（午後４時27分 延会） 

                                          

 


